
令和５年度　総務部補正予算（一般会計）要求の概要

（単位：千円）

増減率

5.4% 

　○　要求のポイント

１　安心元気

【基本方針】

（１）県民の命と暮らしを守る県土の強靱化の推進

２　未来創造

【基本方針】

（１）先端技術への挑戦～大分県版第４次産業革命〝ＯＩＴＡ４．０〟の推進～

　令和５年度　総務部補正予算(一般会計）要求に対するご意見をお寄せください。

　　ｅ－ｍａｉｌ：a11100@pref.oita.lg.jp（総務部行政企画課）

補正要求額 ５年度累計額 ４年度当初予算額 増減額

県と市町村が連携し、県民に身近な市町村の行政手続の電子化や公共施設のオンライン予
約の拡大、窓口サービスの向上などを推進します。

県民が広くデジタルによる恩恵を受けられるように、県民に身近な行政を担う市町村の行
政ＤＸを県と市町村が連携して推進します。

大分土木事務所などの移転・集約化を検討するとともに、ＰＦＩ等の導入可能性調査を実
施します。また、施設改修の一元的な管理と計画的な保全工事を実施します。

県有財産の適正管理を図るため、県民ニーズを見据えた利活用等を推進するとともに、長
期にわたり安全・安心な状態で活用するため、計画的な保全工事を実施します。

1,538,548 173,698,179 164,725,357 8,972,822



令和５年度　補正予算（一般会計）要求の主な事業概要

（部局名：総務部） （単位：千円）

＜累計額＞

18,976

<134,725>

(67,029)

1,500,000

<3,000,000>

(3,000,000)

19,572

<19,572>

(0)

※ 　  は「新おおいた創造・発展枠事業」
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業

県有建築物保全事業

行政ＤＸ推進事業

　県有財産の適正管理を図り、将来にわたる県民ニーズを見据えた利
活用等を実現するため、大分土木事務所などの移転・集約化を検討す
るとともに、ＰＦＩ等の導入可能性調査を実施する。

　県有建築物を長期にわたり安全・安心な状態で活用するとともに、
長寿命化や一括発注によってコストを縮減するため、施設改修の一元
的な管理と計画的な保全工事を実施する。

　県民が広くデジタルの恩恵を受けられるように県と市町村が連携
し、県民に身近な市町村行政のＤＸを推進するとともに、行政ＤＸの
担い手となる職員の育成を図る。
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